
《遠藤釈雄町長の主な公務（5月16日～6月15日）》
●  5月22日㈮	 令和8年度宮城県治水協会・宮城県
　　　　　　　 砂防協会合同総会�  （仙台市）
●  5月26日㈫	 令和8年度遠田地区交通安全協会
　　　　　　　 定期総会�  （美里町）
●  5月28日㈭	 江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進
　　　　　　　 期成同盟会役員会総会�  （大崎市）
●  6月  1日㈪	 涌谷高校第1回学校評議委員会（町内）
●  6月  2日㈫	 議会運営委員会� （役場）
●  6月  8日㈪	 宮城県国道協議会 中央要望�（東京都）
●  6月10日㈬～11日㈭　議会定例会6月会議�（役場）
●  6月15日㈪	 令和8年度宮城県市町村長会議（仙台市）

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

町を支える消防団
　低湿地にある涌谷に、また大雨の季節がやって来た。
猛暑予報が不安に拍車をかける。６月、遠田2町水防演
習が涌谷町を会場に開催されるため、その事前訓練が
実施された。涌谷町水防団と美里町水防団による合同訓
練であった。事前訓練とは言え、真剣勝負の訓練であり、
それぞれの町を守り切ろうとする両水防団の気迫に満ち
た見事な内容であった。黙々と作業に取り組み、真摯に
汗を流していた姿は凛

り

々
り

しく、頼もしく、この人達となら、
町を守っていけると確信した訓練であった。

力を合わせて地域をきれいに
涌谷第一小学校の児童が涌谷駅前を清掃
　5月28日（木）に、涌谷第一小学校5年生の皆さんが、
涌谷駅の駐輪場や駅前公園の清掃活動を実施しました。
　この活動は、全校地域奉仕作業として涌谷第一小学
校の児童の皆さん全員で取り組んだもので、5年生の
皆さんが涌谷駅前を、その他の学年の皆さんは涌谷中
央公園全体を分担して清掃しました。
　涌谷駅前では、5年生の児童の皆さん約40人が、2
クラスで清掃場所を分担しながら、たばこの吸い殻や
雑草、落ち葉などのごみを回収しました。

おひさまスマイル活動報告
「あんの花絞り体験」を開催

　5月20日（水）に、涌谷町医療福祉センターで、あんの花絞
り体験を開催しました。講師の水間さんに作り方を教えて
いただきながら、参加者それぞれが白あんに好きな色をつけ、
絞り袋と絞り台を使って花を作りました。最初は慣れない作
業に苦戦する様子も見られましたが、コツをつかむと皆さん
目を輝かせながら夢中になって取り組み、会場は終始和やか
で温かな雰囲気に包まれていました。色とりどりの花が咲い
たお団子が並び、笑顔あふれる楽しいひとときとなりました。

とびだしはぜったいしません
涌谷自動車学校でこじかクラブ交通教室
　6月中旬から下旬にかけて、町内のこども園・保育
園の園児の皆さんを対象に、交通安全・交通ルールを
学ぶ今年度2回目のこじかクラブ交通教室が涌谷自動
車学校で開講されました。
　6月18日（水）には、さくらんぼこども園の年長児30
人が参加。涌谷自動車学校の指導員が車道への飛び出
しを実演し、飛び出しの危険とシートベルト・ジュニア
シートの大切さを伝えたほか、教習コースで、左右を
確認しながら横断歩道の正しい渡り方を実践しました。
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▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

　
全
国
の
１
０
５
人
の
皆
さ
ま

　
　
　
　
　
　
３
４
６
万
４
千
円

▼
児
童
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
カ
ツ
ヨ
シ
商
事

　
パ
チ
ン
コ
メ
ル
ヘ
ン
ワ
ー
ル
ド

　
涌
谷
店
さ
ま　
　
お
菓
子
１
箱

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
オ
ー
ツ
ー
コ
ー
ポ

　
レ
ー
シ
ョ
ン

　
代
表
取
締
役　
栗く
り
村む
ら
美み

佳か

さ
ま

　
ユ
ニ
・
ケ
ア
ー
株
式
会
社

　
取
締
役
社
長　
川
浦
義よ
し

裕ひ
ろ

さ
ま

　
　
　
生
理
用
品
１
７
４
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
８
万
７
千
円

▼
社
会
教
育
施
設
の
維
持
管
理
の

一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
５
８
７
３
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
　
　
２
万
円

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
と

は
、
す
べ
て
の
世
代
・
企
業
か
ら

支
援
金
を
拠
出
い
た
だ
き
、
児
童

手
当
な
ど
の
給
付
の
拡
充
を
通
じ

て
、
こ
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
も
、
従

来
の
保
険
税
に
加
え
、
令
和
８
年

度
か
ら
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
分

の
保
険
税
を
課
税
し
ま
す
。

▼
所
得
割　
０・２
４
％

▼
均
等
割　
１
千
円

▼
18
歳
以
上
均
等
割　
１
０
０
円

▼
平
等
割　
７
０
０
円

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
人
は
、
均
等
割

が
全
額
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
税
務
班

☎
43
―
２
１
１
４ 

国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
５
月
受
付
分
）

More PickUp

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」

や「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」

が
あ
り
ま
す
。
役
場
の
国
民
年
金

窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
度
分（
令
和
８
年
７

月
～
令
和
９
年
６
月
分
ま
で
）の

免
除
な
ど
の
受
付
は
、
令
和
８
年

７
月
１
日（
水
）か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ

月
前
の
月
分（
す
で
に
保
険
料
が

納
付
済
の
月
を
除
く
）ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
免
除

な
ど
の
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期
間

が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
―
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
―
２
１
１
３

国
民
健
康
保
険

資
格
確
認
書
等
発
送
の

お
知
ら
せ

　
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

の
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
、

令
和
８
年
７
月
31
日（
金
）ま
で
で

す
。
資
格
確
認
書
も
し
く
は
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
を
７
月
中
旬
か

ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元
に

　こども誰でも通園制度は、保育所などに通っ
ていない0歳6カ月から3歳未満のこどもを対象
に、保育所などを月10時間まで利用できる制度
です。

▼対象者　涌谷町内在住の、保育所などに通っ
ていない0歳6カ月から満3歳未満のこども

▼利用可能施設　幼保連携型認定こども園こど
もの丘、幼保連携型認定こども園涌谷修紅幼稚
舎、社会福祉法人みぎわ会涌谷保育園

▼利用可能時間　月10時間まで（平日のみ）

▼申請期間　初回は利用予定日の2週間前まで、
2回目以降は利用予定日の1週間前まで

▼参加費　1時間当たり300円（別途給食費、お
やつ代）

▼持参物　園から必要と判断される物品

▼ 申込方法　初回は子育て支援課に申請書を提出
後、各利用施設にて親子面談。2回目以降は各施設
に直接申し込み。

▼その他　詳細は、子育て支援課子育て支援班まで
お問い合わせください。

▼問い合わせ・申し込み先
　子育て支援課子育て支援班　☎25-7906

すべての子どもに育ちの機会を
こども誰でも通園制度のご案内

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
が
始
ま
り
ま
す
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天平ろまん館
通販サイト

More PickUp

届
き
次
第
、
記
載
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い

人
に
は
、
保
険
証
に
代
わ
る
資
格

確
認
書
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
い

る
人
に
は
、
保
険
資
格
を
確
認

で
き
る
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
普
通
郵
便
で
郵
送
し
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
医
療
費
の
限

度
額
を
照
会
で
き
る
た
め
、
医
療

機
関
で
の
情
報
提
供
に
同
意
す
る

と
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請

不
要
で
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け

る
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免

除
さ
れ
ま
す（
長
期
入
院
該
当
の

人
は
、
引
き
続
き
申
請
が
必
要
で

す
）。
詳
細
は
、
同
封
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
し
て
い

る
が
、
障
害
な
ど
に
よ
り
受
診
が

困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
り
資
格

確
認
書
を
交
付
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
国
保
の
資
格
確
認

書
な
ど
が
届
い
た
場
合
は
、
新
し

く
取
得
し
た
資
格
確
認
書
な
ど
を

持
参
し
、
速
や
か
に
資
格
喪
失
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
資
格
確
認

書
は
、
個
人
情
報
が
分
か
ら
な
い

よ
う
に
裁
断
し
て
処
分
す
る
か
、

健
康
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
の
有
効
期
限
も
、
令
和
８
年

７
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。
継
続

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７
月

13
日（
月
）か
ら
更
新
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
国
保
介
護
班

☎
25
―
７
９
７
２

後
期
高
齢
者
医
療
資
格

確
認
書
に
つ
い
て

　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医

療
資
格
確
認
書（
75
歳
以
上
）の
有

効
期
限
は
、
令
和
８
年
７
月
31
日

（
金
）ま
で
で
す
。
今
年
度
か
ら
、

次
の
と
お
り
交
付
要
件
が
変
更
さ

れ
ま
す
。

　
85
歳
以
上
の
人
に
は
、
資
格
確

認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
84
歳
以

下
で
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
済
み
の

人
に
は
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
84
歳
以
下
で

マ
イ
ナ
保
険
証
未
登
録
の
人
に
は
、

資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す

（
７
月
上
旬
か
ら
郵
送
開
始
）。

　
新
し
い
資
格
確
認
書
の
色
は
、

オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
緑
色
に
変
わ
り

ま
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
資
格

確
認
書
は
、
８
月
以
降
に
個
人
情

報
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
裁
断
し

て
処
分
す
る
か
、
健
康
課
ま
た
は

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
国
保
介
護
班

☎
25
―
７
９
７
２

暑
さ
に
備
え
る
意
識
で

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
暑
く
な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、

事
前
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

天
気
予
報
や
暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）や
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
を
確
認

し
、
暑
さ
の
厳
し
い
日
に
は
外
出

を
控
え
た
り
外
出
の
時
間
を
ず
ら

し
た
り
す
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
の
ど
が
乾
く
前
に
こ
ま

め
に
水
分
を
と
り
、
エ
ア
コ
ン
を

適
切
に
使
用
し
室
温
は
28
℃
を
目

安
に
保
つ
な
ど
の
対
策
も
重
要
で

す
。
高
齢
者
な
ど
は
暑
さ
を
感
じ

に
く
い
た
め
、
周
囲
の
人
が
声
を

か
け
、
水
分
補
給
や
エ
ア
コ
ン
の

使
用
を
促
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
個
人
の
心
が
け
と
地
域
の
見
守

り
で
、
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署
救
急
係

☎
43
―
２
３
５
１

涌谷町の味をひと箱に詰め込みました
ふるさとパック夏2026を贈りませんか？

　涌谷の味を詰め込んだふるさとパックを今年も販売し
ます。大切な人への夏の贈り物として、自分や家族への
ご褒美として、ぜひご利用ください。
　品質保持のためクール便を利用してお送りします。
▶セット内容（料金は税込・送料込み）
▷城山パック（5,400 円）（右記写真）：涌谷町産ひとめ
ぼれ（2kg）、野菜詰め合わせ（4 ～ 5 種、収穫により種類・
数量が異なります）、三角油揚げ（2 枚入り）、特吟醸み
そ（1kg）、かりんとう（2 袋）、わくやさま（5 個入り）
▷天平パック（3,240 円）：おぼろ汁セット（1 セット）、
かりんとう（2 袋）、金のいぶき玄米（450g）、鰹

かつお

節
ぶ し

唐辛
子武士（1 袋）、野菜詰め合わせ（3 ～ 4 種、収穫により
種類・数量が異なります）
▷わくやパック（3,240 円）：おぼろ豆腐（450g）、三角
油揚げ（2 枚入り）、川敬醸造つゆ（1ℓ）、干し椎

しい

茸
たけ

（30g）、
梅干し（180g）

▼申込締切　7 月 31日（金）17 時

▼申込方法
▷紙での申し込み
　天平ろまん館、役場産業振興課に備え付けの用紙に必
要事項を記入し、現金でお支払いください。
▷インターネットでの申し込み
　天平ろまん館のホームページからお申し込みください。

▼送料　無料（沖縄地方は 500 円）

▼問い合わせ先
　（一社）涌谷町地域振興公社（天平ろまん館内）
　☎43-2100 

お知らせ イベント相談 募集― 13 ―



　
指
定
ご
み
袋
の
供
給
不
足
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
実
施

し
て
い
る
特
例
措
置
を
延
長
し
ま

す
。
指
定
ご
み
袋
を
購
入
で
き
な

い
場
合
は
、
中
身
が
見
え
る
市
販

の
透
明
・
半
透
明
の
袋（
30
Ｌ
～

45
Ｌ
サ
イ
ズ
に
限
る
）で
家
庭
ご

み
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
ご
み
の
分
別
方
法
や
出
し
方

の
ル
ー
ル
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
延
長
期
間　
７
月
31
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

業
務
課�

☎
25
―
８
８
６
７

物
価
高
騰
対
策
生
活

応
援
商
品
券
に
は

使
用
期
限
が
あ
り
ま
す

　
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を

活
用
し
た
生
活
応
援
商
品
券
の
使

用
期
限
は
令
和
８
年
９
月
30
日

（
水
）で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ま
だ
商
品
券
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
役
場

で
の
受
け
渡
し
に
か
か
わ
る
案
内

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
７
月
22
日

（
水
）ま
で
、
毎
週
水
曜
日
に
産
業

振
興
課
窓
口
で
の
受
け
渡
し
を
19

時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
受
け
渡
し

手
続
き
は
、
７
月
30
日（
木
）を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
受
領
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
商
品
券
取
り
扱
い
加
盟

店
は
チ
ラ
シ
の
裏
面
の
記
載
、
ま

た
は
、
遠
田
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
班

☎
43
ー
２
１
１
９

涌
谷
町
中
小
企
業
等
物
価

高
騰
対
応
緊
急
支
援
事
業

（
個
人
事
業
主
向
け
）

　
町
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
町
内
中
小
企
業
な
ど
を
支

援
す
る
た
め
、
涌
谷
町
中
小
企
業

等
物
価
高
騰
対
応
緊
急
支
援
事
業

（
補
助
金
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
個
人
事
業
主
向
け
の

申
請
受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
対
象
要
件
や
申
請
方
法
、

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
涌
谷

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
期
間
内
で
も
予
算

額
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
班

☎
43
ー
２
１
１
９

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
人
に
交
付
通
知
書（
案
内

ハ
ガ
キ
）を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

が
い
ま
す
。
案
内
ハ
ガ
キ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
期
限
が
過
ぎ
て
い
て

も
受
け
取
れ
ま
す
の
で
お
早
め
に

受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
け
取
り
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
顔
写
真
が
申
請

者
本
人
と
一
致
す
る
か
を
確
認
す

る
た
め
、
申
請
書
本
人
が
本
人
確

認
書
類
と
案
内
ハ
ガ
キ
を
持
参
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
案
内
ハ
ガ

キ
が
な
い
場
合
で
も
受
け
取
り
は

可
能
で
す
。

▼
受
け
取
り
に
必
要
な
書
類

　

交
付
通
知
書（
案
内
ハ
ガ
キ
）、

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、

有
効
期
限
内
の
本
人
確
認
書
類

（
次
の
①
の
書
類
を
１
点
ま
た
は

②
の
書
類
を
２
点
）

▽
①
の
書
類　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
更
新
の
場
合
）、
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー

ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

▽
②
の
書
類　
資
格
確
認
書
、
年

金
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
学
生

証
な
ど（
氏
名
と
生
年
月
日
ま
た

は
氏
名
と
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
―
２
１
１
３

み
や
ぎ
の
21
町
村
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

し
ま
す

　
宮
城
県
町
村
会
で
は
、
７
月
１

日（
水
）か
ら
み
や
ぎ
の
21
町
村
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
ま
す
。

　
県
内
21
町
村
の
う
ち
、
お
住
ま

い
の
町
村
以
外
の
お
店
や
施
設

（
コ
ン
ビ
ニ
や
駐
車
場
代
は
除
く
）

で
２
千
円
以
上
消
費
し
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
３
０
０
人
に
５
千

円
相
当
の
町
村
特
産
品
が
当
た
り

ま
す
。
な
お
、
市
で
の
消
費
は
対

象
外
で
す
。
詳
細
は
、
宮
城
県
町

村
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　
11
月
４
日（
水
）

※
各
町
村
で
の
消
費
は
10
月
31
日

（
土
）ま
で
。

▼
申
込
方
法　
応
募
用
紙
に
よ
る

郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

株
式
会
社
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア

☎
０
９
０
―
１
５
０
６
―
９
５
５
０

　
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
の
前
谷
地
駅
か

ら
柳
津
駅
間
で
、
設
備
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
め
、
７
月
28
日（
火
）か

ら
７
月
30
日（
木
）ま
で
の
期
間
、

終
日
運
休
し
ま
す
。
期
間
中
は
代

行
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
の
で
、
バ

ス
の
時
刻
表
な
ど
の
詳
細
は
、
左

記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
０
ー
２
０
１
６
―
１
６
０
０

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

自
身
の
年
金
情
報
を

手
軽
に
確
認

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
ス
マ
ホ

な
ど
か
ら
自
身
の
年
金
情
報
や
将

来
の
年
金
見
込
み
額
、
ね
ん
き
ん

定
期
便
や
各
種
通
知
書
な
ど
が
手

軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
連
携
し
、
ね
ん

き
ん
定
期
便
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、

JR東日本
運休情報の詳細

指
定
ご
み
袋
の
特
例

措
置
延
長
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
を
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

７
月
28
日
～
７
月
30
日

の
期
間
で
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼

線
の
一
部
が
運
休

― 14 ―広 報 わ く や 令和8年7月1日発行



お知らせ イベント相談 募集

農林業系汚染廃棄物の農林還元（すき込み）事業にかかわる
放射線量測定結果

　涌谷町では、集約し一時保管している肥料や土壌改良
剤などでの施用・流通などが認められる 400Bq/kg 以下
の汚染牧草について、町内農地への農地還元処理を進め
ています。
　すき込み作業による周辺環境への影響の確認や安全対
策、風評被害対策として、周辺水路や土壌、空間線量、
収穫物について、それぞれ測定し公表します。今回、す
き込み後に周辺水路や土壌、空間線量を測定しました。
測定方法などについては、環境省「放射能濃度等測定方

法ガイドライン」をご確認ください。

▼備考

▽ ND は、放射能の検出限界値以下を表します。

▽東京電力福島第一原子力発電所事故の発生以前におけ
る農地土壌の放射性セシウム濃度の範囲は 0.5Bq/kg ～
140Bq/kg で、全国の平均は約 20Bq/kg です。（出典：
農林水産省「肥料・土壌改良資材・培土の暫定許容値設
定に関する Q&A」）

▼問い合わせ先　産業振興課農林振興班　☎ 25-8511

【測定結果　試料採取日：令和 7年 12月 1日・測定日：令和 7年 12月 2日】

【測定結果　測定日：令和 7年 12月 12日】

試料名 採取場所 測定結果（Bq/kg・Bq/l） 検出下限値（Bq/kg・Bq/l）
I-131 Cs-134 Cs-137 Cs 合計 I-131 Cs-134 Cs-137

土壌
1 ND ND 40 40 9.6 13 12
2 ND ND 47 47 8.4 11 10
3 ND ND 43 43 7.7 7.4 8.4

沢水 1 ND ND ND ND 1.0 1.3 1.1
2 ND ND ND ND 1.1 0.9 1.5

試料名 採取場所・時間
測定結果（μ Sv/h）

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 平均

空間線量
1　 16 時 20 分 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03
2　 16 時 35 分 0.03 0.04 0.03 0.04 0.04 0.036
3　16 時 50 分 0.04 0.04 0.04 0.03 0.03 0.036

試料名 採取場所 時間 数値 時間 数値 時間 数値
空間線量 役場 9:10 0.05 9:20 0.04 9:30 0.05

【参考】

※環境省　リアルタイムモニタリングサイト　　　※環境省が示す基準値　0.23 μ Sv/h

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
電
子
送
付
希
望
に

登
録
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
便
利

に
利
用
で
き
ま
す
。
税
務
署
や
市

町
村
で
の
確
定
申
告
に
お
い
て
も
、

各
種
通
知
書
の
確
認
か
ら
年
金
額

な
ど
の
入
力
・
記
入
に
利
用
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構

☎
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

☎
０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４

８
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す

　
夏
は
肌
の
露
出
が
多
く
な
り
汗

も
か
く
こ
と
か
ら
、
電
気
が
流
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
暑
さ

に
よ
り
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が

ち
な
た
め
、
感
電
事
故
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
経
済
産
業
省
で
は
毎

年
８
月
を
電
気
使
用
安
全
月
間
と

定
め
、
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と

に
電
気
に
関
す
る
運
動
を
展
開
し
、

広
く
電
気
事
故
予
防
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
電
気
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

東
北
電
気
保
安
協
会
古
川
事
業
所

☎
23
―
５
７
６
０

▼
講
習
期
間　
8
月
5
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
10
月
2
日（
金
）

各
水
曜
日
・
金
曜
日
16
回

各
日
9
時
～
16
時

▼
場
所　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
全
日
程

受
講
で
き
る
人

▼
定
員　
15
人（
超
過
し
た
場
合

は
選
考
）

▼
受
講
料　
無
料（
別
途
教
材
費・

検
定
料
１
万
８
千
円
程
度
）

▼
託
児　
無
料（
３
歳
以
上
小
学

生
３
年
生
以
下
）

▼
申
込
期
間　
7
月
1
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
7
月
22
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

宮
城
県
母
子
福
祉
連
合
会

☎
０
２
２
―
２
５
６
―
６
５
１
２

More PickUp

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業

支
援
講
習
会　
エ
ク
セ

ル
3
6
5
平
日
コ
ー
ス

― 15 ―



▼
受
付
期
間　
随
時

▼
そ
の
他　
応
募
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、
宮
城
県
北
部
教
育
事
務

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所

教
育
学
事
班

☎
91
―
０
７
３
９

宮
城
大
学
移
動
開
放

講
座
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

　
宮
城
大
学
と
大
崎
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
協
定
事
業
と
し

て
、
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
宮
城
大
学

移
動
開
放
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
内
容

▽
８
月
22
日（
土
）13
時
30
分
～
16

時
・
開
講
式
、
自
然
生
態
系
の
中

の
私
た
ち

▽
９
月
26
日（
土
）13
時
30
分
～
15

時
30
分
・
し
な
や
か
な
心
臓
と
血

管
を
守
る
多
様
性
に
配
慮
し
た
く

ら
し
～
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因

を
ふ
ま
え
て
～

▽
10
月
17
日（
土
）13
時
30
分
～
15

時
30
分
・
食
で
つ
な
が
る
地
域
共

生
：
多
様
な
人
が
支
え
あ
う
ま
ち

づ
く
り

▽
11
月
14
日（
土
）13
時
30
分
～
16

時
・
大
崎
市
と
戦
国
大
名
大
崎
氏
、

閉
講
式

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
あ
な
た

は
、『
宝
く
じ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

で
１
８
０
０
万
円
の
特
賞
に
当
選

し
ま
し
た
！
」
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
応
募
し
て
い
な
く
て
も

当
選
金
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
記
載
が
あ
り
、
指
定
さ
れ
た

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
口
座
に

振
り
込
む
た
め
の
登
録
料
３
千
円

を
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
っ
た
。

　
そ
の
後
、
本
人
確
認
の
た
め
個

人
情
報
の
登
録
と
登
録
料
５
万
円

を
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
う
よ
う
指

示
さ
れ
、
少
し
不
安
に
な
っ
た
が
、

「
５
万
円
は
１
８
０
０
万
円
の
受

け
取
り
時
に
合
算
し
て
返
金
さ
れ

る
の
で
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
返
信
が
あ
っ
た
の
で
、
電

子
マ
ネ
ー
を
送
金
し
た
が
、
当
選

金
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
申
し
込
ん
で
い
な
い
宝
く
じ
に

当
選
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル

に
は
返
信
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
メ
ー
ル
が
し
つ
こ
く
送

ら
れ
て
く
る
場
合
に
は
、
メ
ー
ル

を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
か
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
の
変
更
も
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
お
金
を
支
払
う
前
に
、
家

族
や
友
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
》

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
１
８
８
に
相
談
。
毎
週

月
曜
日
・
木
曜
日（
９
時
～
15
時
）

に
、
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
―
２
１
１
３

認
知
症
カ
フ
ェ

さ
く
ら
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す

　
認
知
症
や
健
康
な
ど
の
生
活
に

役
立
つ
情
報
と
、
お
い
し
い
お
菓

子
や
ド
リ
ン
ク
、
素
敵
な
音
楽
を

準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
入
り
は
自
由
で
す
。

▼
日
時　
７
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ

▼
対
象　
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

人
や
そ
の
家
族
・
友
人
、
地
域
住

民
、
専
門
職
な
ど
認
知
症
に
関
心

が
あ
る
人

▼
参
加
費　
１
０
０
円

▼
申
込　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

☎
43
―
６
６
６
１

　
介
護
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
人

に
向
け
た
入
門
的
な
講
座
で
す
。

▼
期
間　
７
月
～
９
月（
全
23
日

１
３
５
時
間
）※
日
程
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ

▼
定
員　
12
人（
先
着
順
）

▼
受
講
料　
５
万
２
８
０
０
円

▼
定
員　
12
人（
先
着
）

▼
受
付
期
間　
６
月
25
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
７
月
９
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
企
画
課

☎
43
―
６
６
６
１

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師
を
募

集
し
ま
す

▼
対
象　
県
内
教
員
免
許
状
を
有

す
る
人（
免
許
状
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

▼
勤
務
地　
大
崎
・
栗
原
地
域
の

小
・
中
学
・
義
務
教
育
学
校

▼
給
料

▽
常
勤
講
師

月
額
27
万
５
３
１
０
円
か
ら

▽
非
常
勤
講
師

１
時
間
あ
た
り
３
３
６
０
円
か
ら

▼
場
所　
第
１
・
第
２
回
講
座
は

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
本

庁
舎
５
階
多
目
的
講
堂
、
第
３
・

第
４
回
講
座
は
大
崎
市
役
所
本
庁

舎
３
階
３
０
１
会
議
室

▼
対
象　
大
崎
圏
域
の
住
民
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▼
定
員　
30
人（
先
着
順
）

▼
受
講
料　
１
講
座
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
郵

便
番
号
、
電
話
番
号
、
受
講
講
座

を
明
記
し
て
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
み

▼
申
込
締
切　
７
月
24
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

大
崎
市
市
民
協
働
推
進
部
政
策
課

☎
23
―
２
１
２
９

フ
ァ
ク
ス　
23
―
２
４
２
７

メ
ー
ル　

seisaku@
city.osaki.

m
iyagi.jp自

衛
官
を
募
集
し
ま
す

《
２
等
陸
・
空
・
海
士（
任
期
制

自
衛
官
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付　
詳
細
は
石
巻
地
域
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
一
般
曹
候
補
生（
第
２
回
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

高
額
当
選
メ
ー
ル
に

注
意
！

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
職
員
初
任
者
研
修
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お知らせ イベント相談 募集

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
９
月
１
日（
火
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　

９
月
16
日（
水
）～
９
月
27
日

（
日
）（
期
間
内
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
試
験
）

《
航
空
学
生
》

▼
応
募
資
格（
見
込
み
含
む
）

　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
人
で
高

卒
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
８
月
28
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　
９
月
19
日（
土
）

《
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）》

▼
応
募
資
格（
見
込
み
含
む
）

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人
で
高

卒
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
10
月
15
日（
木
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　
10
月
31
日（
土
）

《
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
医
学

科
・
看
護
科
）》

▼
応
募
資
格（
見
込
み
含
む
）

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人
で
高

卒
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者

▼
受
付
期
間

▽
医
学
科　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
～
10
月
８
日（
木
）

▽
看
護
学
科　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
10
月
２
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

▽
医
学
科　
10
月
24
日（
土
）

▽
看
護
学
科　
10
月
17
日（
土
）

《
予
備
自
衛
官
補（
第
２
回
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
52
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
５
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
９
月
10
日（
木
）

▼
試
験
日

　

９
月
12
日（
土
）～
10
月
４
日

（
日
）（
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
）

《
自
衛
隊
奨
学
生
》

▼
応
募
資
格　
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
高
等
専

門
学
校
な
ど
で
理
学
、
工
学
、
文
学

（
語
学
）ま
た
は
法
学
を
専
攻
し
て

お
り
、
正
規
課
程
を
修
了
す
る
年

の
４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満
の
人

（
大
学
院
在
学
者
は
28
歳
未
満
）

▼
受
付
期
間　
６
月
２
日（
火
）

　
　
　
　
　
～
10
月
９
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　
11
月
７
日（
土
）ま
た
は
11
月
８

日（
日
）

　
そ
の
他
の
募
集
は
、
左
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

More PickUp

▼募集職種・人数（初級試験・高等学校卒業程度）
▷行政職（平成17年4月2日～平成21年4月1日
までに生まれた者）・若干名

▼募集職種・人数（社会人経験者）
▷行政職（昭和56年4月2日～平成8年4月1日ま
でに生まれた者で、直近7年間中に通算4年以上
の民間企業等での職務経験を有する者）・若干名
▷土木職（昭和56年4月2日～平成8年4月1日ま
でに生まれた者で、直近7年間中に通算4年以上
の民間企業等での職務経験を有し、土木施工管
理技士（2級）の資格を有する者）・若干名
※職務経験には、会社員、公務員、自営業者等
として週35時間以上の勤務を1年以上継続して
就業していた期間が該当します。休業等（傷病
休暇・休職、育児休業、介護休業等）で実際に
業務に従事しなかった期間が1カ月以上ある場
合は、就業規則等で認められたものであっても、
その全期間は職務経験の期間から除きます。
※第二次試験時において、職務経験期間等の確
認のため、在職証明書等を提出していただきま
す。職務経験期間が証明できない場合や職務経
験年数が受験資格に満たない場合は、受験する
ことができません。

▼試験日・会場　9月20日（日）・宮城県自治会館

▼ 受付期間　7月1日（水）から8月3日（月）17時15
分まで（必着・持参の場合は平日のみ受け付け）

▼その他　試験方法や受験手続きなどの詳細は、下
記の二次元コードを読み取り、涌谷町公式ホームペ
ージからご覧ください。

▼問い合わせ・申し込み先
　総務課総務班　☎43-2111

令和9年4月1日採用
令和８年度涌谷町職員採用試験（初級及び社会人経験者）

涌谷町公式
ホームページ

毎日がわくわくする。

この町で働くと、

自衛隊宮城地方
協力本部
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第
17
回

天
平
砂
金
採
り
大
会

▼
日
時　
７
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
受
付
開
始

▼
場
所　
天
平
ろ
ま
ん
館

▼
参
加
費　
一般
部
門（
高
校
生
以

上
）は
２
５
０
０
円
、
ジ
ュニ
ア
部
門

（
中
学
生
以
下
）は
１
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
は
先
着
順

で
す
。
各
部
門
の
定
員
に
達
し
次

第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

天
平
ろ
ま
ん
館

☎
43
ー
２
１
０
０

涌
谷
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
菊
田
隊
員
主
催
の

ク
レ
ー
プ
作
り
体
験
会

▼
日
時　
７
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館
調
理
室

▼
参
加
費　
子
ど
も
１
０
０
円
、

大
人
５
０
０
円

▼
持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

飲
み
物
、
手
拭
き
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
菊
田

☎
０
９
０
―
６
６
８
３

―
６
４
２
７

More PickUp

▼涌谷町給付型奨学金制度の目的
　経済的理由等により大学への進学を断念せざる
を得ない子どもたちに対し、将来返済する必要が
ない給付型の奨学金制度による支援を行い、次代
の社会を担う豊かな人間性を備えた創造的な人材
の育成に資することを目的としています。

▼支援内容　最短修学年限まで、年間50万円

▼ 募集人数　十文字学園女子大学涌谷町特待生枠
１人（P.19の十文字大元顕彰特待生とは異なりま
す）、一般枠３人

▼申込要件
▷対象となる進学先　学校教育法第2条第2項に規
定する大学
▷申し込みできる人　高校3年生で、次の①から⑦
のすべてを満たす人
①国の制度「高等教育の修学支援新制度」を含む、
他団体の給付型奨学金制度の支援を受けないこと
②令和8年1月1日時点で、保護者（生計維持者）が
涌谷町に1年以上住民登録しており、かつ、卒業ま
で居住し続ける見込みであること
③申請者本人が、令和9年3月に初めて高等学校等
を卒業見込みであり、かつ、同年4月に進学予定で
あること
④申請者本人と生計維持者の、令和8年度課税証明
書に記載された町民税割額の計が189,400円以下
であること。（※生計維持者とは、原則、申請者の
父母（父母ともいない場合は代わって生計を維持し
ている主たる人（例えば祖父母等））となり、申請者
と生計維持者の課税証明書に記載された町民税所
得割額をもとに審査、順位付けを行います）
⑤高い学習意欲を持ち、成績の平均値が3.0以上で
あること（※成績の平均値が3.0以上とは、高校等
在学中（高等専門学校の場合は3年生までの3年間）

の全履修科目の評定平均値が5段階評価で3.0以上であ
ることをいいます）
⑥進学し将来の目標が明確となっていること
⑦申請者と保護者（生計維持者）が町税に未納がないこと

▼ 申込方法　給付型奨学金奨学生願書、履歴書、確認
事項証明書、世帯全員の住民票の写し、申請者と保護
者（生計維持者）の令和8年度課税証明書、申請者と保護
者（生計維持者）の納税証明書、修学計画書の7点を企画
財政課企画班に提出してください。

▼申込期限　十文字学園女子大学涌谷町特待生枠は令
和8年12月25日（金）、一般枠は令和8年8月31日（月）

▼奨学生候補者の決定　次の日程で奨学生候補者を決
定後、申請者へ通知します。
　十文字学園女子大学涌谷町特待生枠は令和9年1月22
日（金）、一般枠は令和8年9月25日（金）

▼ 進学先の届け出　申請者は、進学先を定め次第、速
やかに進学先届出書を提出してください。

▼奨学生の決定　進学先の届け出を受けて、町で合否
を決定し申請者に通知します。修学計画書を遂行でき
ないと判断された場合、奨学生として不合格となる場
合があります。

▼奨学金給付申請　奨学生に決定された人は、奨学金
給付申請書、在学証明書を年度ごとに、毎年4月30日
まで提出してください。

▼奨学金の給付　申請書類を町で審査し、毎年5月下旬
に給付を決定します。毎年6月中旬と10月中旬に、給
付決定した半額を指定口座に振り込みます。

▼問い合わせ・申し込み先
　企画財政課企画班　☎43-2112

2027年度（令和9年度）入学者向け
返済不要の涌谷町給付型奨学金制度のお知らせ

涌谷町公式
ホームページ
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令和9年度入学
十文字学園女子大学
十
じゅう

文
も ん

字
じ

大
だ い

元
げ ん

顕彰特待生を募集

●募集人員　十文字学園女子大学　1人
○社会情報デザイン学部:社会情報デザイン学科
○教育学部※:幼児教育学科、児童教育学科
○心理学部※:心理学科
○文学部※:文芸文化学科
○人間生活学部:健康栄養学科、食物栄養学科、食品開
発学科、人間福祉学科（社会福祉・保育コース、社会
福祉・介護福祉コース）
※令和9年4月開設予定
●募集要件
　涌谷町在住または涌谷高等学校在学で令和9年3月に
高等学校を卒業見込みの者で、十文字学園女子大学へ
の入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当する女
性
１．�学業成績、人物ともに優秀で、高等学校長が責任

をもって推薦する女性
２．3年間の欠席日数が25日以内の者
３．合格した場合、必ず入学することを確約できる者
４．�調査書の全体の学習成績の状況については一定水

準を満たしている者（在籍高等学校によって基準が
異なります。詳しくは募集手続き期間前までに大
学（☎048-423-0583）にご確認ください）

●募集手続き
　令和8年9月4日（金）までに、涌谷町役場企画財政課企
画班に所定の書類を提出してください。

《特待生募集方針》
　「自分自身の生きがいをもち、自分の力で世の中の役に立てる女性を育てたい」という十文字学園の建学精神を理解
し、学生として次のような資質を備えた人を募集します。
●社会の諸問題に興味をもって接し、深い専門的知識と幅広い学識を生かして、将来、地域社会に貢献したいという
意欲を持つ人

●十分な勉学意欲を持ち、目的に向かって努力する人
●コミュニケーション能力を涵

かん

養
よう

し、人と関わる仕事を目指す人

　推薦に必要な書類は、①推薦志願票②志願理由書③
推薦書④高校入学後に正課以外で行った特筆すべき諸
活動の概要書⑤入学確約書（詳細は、涌谷町ホームペー
ジをご覧ください）
●被推薦者選抜方法など
　高等学校長が推薦し、その後、町が面談を行い、被
推薦者を決定します。
【面談実施日時・場所】
　令和8年9月13日（日）・涌谷町役場本庁舎2階大会議室
●推薦決定
　被推薦者を決定し次第、高等学校長と本人に決定通
知を送付します。
●入学試験
　被推薦者に決定した者は、十文字学園女子大学の学
校推薦型選抜（指定校制）を受験していただきます。
　出願に必要な書類などは、「2027年度学校推薦型選抜
学生募集要項」をご確認ください。
●検定料　免除
●学納金　十文字大元顕彰特待生として4年間全額免除
　ただし、入学時に納入する学友会費・同窓会費など
の64,660円は必要となります。
【問い合わせ先】
　涌谷町役場企画財政課企画班
　☎0229-43-2112　ファクス0229-43-2693
　Eメール gr-kikaku@town.wakuya.miyagi.jp

レンガ造りで伝統と歴史を物語る重厚な佇
たたず

まいのキャンパス

十文字学園女子大学オープンキャンパスに参加しませんか？
　特待生への申込希望者を対象に、オープンキャンパスツアーを実施します。
●日　　時　令和8年7月26日（日）7時出発（21時帰町予定）
●参 加 費　無料
●対　　象　特待生の申し込みを予定している高校2～3年生
●募集人員　10人程度
　　　　　　（申し込み順で、定員を超過した際はお断りする場合があります）
●申込締切　7月17日（金）
●問い合わせ先　涌谷町役場企画財政課企画班　☎43-2112

More PickUp
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